
なるために形成された堆積場（図-6）とみられる．

南部堆積場

南部堆積場は姫島南東部沿岸沖合に位置し，地元漁

師が「泥」と呼んでいる地区にあたる．姫島に平行な

東西断面（図-7）では，厚さ 程度の泥質堆積物の

堆積が確認できる．

 

さらに，南北断面（図‐8）の反射パターンを見ると，

国東半島沖合の姫島の南側では凹凸の激しい基盤層を

覆ってやや砂質な堆積物分布する．これが北側に向か

って泥質となり，かつ北側へ傾斜する堆積構造となっ

て南部堆積場へと連続する．

姫島は豊予海峡開口部の直線延長上（図‐9）にあ

り，国東半島から複数の河川を通じて海域に流出した

堆積物が沿岸流によって運搬・堆積する場とみられる．

 
 
 
4．まとめ 

全島が日本ジオパークに認定され整備が進められ

ている姫島周辺海域で海底地形を整理して 次元的な

観察を行うと共に， 測線，測線延長 の地層

探査を実施した．

その結果，姫島西北部に火口跡や海底谷の地形が見

つかり，島の北西部と南東部で厚い沖積泥層が確認さ

れた．北部堆積場は関門海峡から連続する海底谷の延

長右岸部で，姫島がその障壁となることで形成された

堆積場である．このため瀬戸内海北西部沿岸の後背地

から河川を通じて流出した堆積物や日本海側からの流

入遺物の保存が期待される．特に姫島西北部海底谷は，

北部堆積場から潮流で洗い出された遺物の存在が見込

まれる．

南部堆積場は姫島南東部沿岸沖合に位置し，豊予海

峡開口部の直線延長上にあるため南海トラフ地震によ

る巨大津波起源の堆積物が保存されている可能性が高

い．さらに国東半島から複数の河川を通じて海域に流

出した堆積物が，沿岸流によって運搬・堆積する場で

もあり，反射パターンからもそのことが伺える．

以上のように姫島周辺海域は過去数千年間の瀬戸

内海西部地域の地球環境変動を記録している貴重な地

域であり，海域としてもジオパークのポテンシャルが

極めて高い．今後これら地域で詳細な海底地形調査を

実施して火口地形や海底谷の形状を把握するとともに，

さらに直接堆積物コアを採取・分析して，地層から過

去数千年間の人と自然との営みを紐解くことは極めて

重要である． 

図－6 瀬戸内海西北部の海底地形と姫島  

図－7 姫島の南部堆積場(東西断面 3) 

図－9 姫島周辺の海底地形と豊予海峡  

図－5 姫島の北部堆積場（東西断面）  

図－8 姫島の南部堆積場(南北断面 42) 

  31. 琵琶湖湖底断層の分布・性状および陸域の活断層から見た 

琵琶湖西岸断層帯南部の運動像 
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1. はじめに 

琵琶湖西岸断層帯は，近江盆地の西縁に沿って延びる

9つの断層から構成された活断層帯である．過去の活動

時期の違いから，断層帯北部と南部に区分される．断層

帯北部ほぼ南北に延び，北部は北北東-南南西方向に延

びる¹⁾．断層帯陸域においては活断層調査が数多く実施

され，断層の位置，過去の活動等が明らかにされている．

一方，断層帯南部に含まれる湖底断層については比良沖

に位置することが確認されているが，詳細な分布等未解

明な部分があるため，多くの情報を得る必要がある． 

今回，湖底断層について近江舞子沖から高島沖にかけ

てシングルチャネル音響探査とマルチビーム音響測深

を実施し，琵琶湖西岸沿岸域の湖底地形と地下構造につ

いて検討を行うことにした．また，活断層調査が数多く

実施され，断層の位置・過去の活動等が明らかにされて

いる断層帯陸域での先行研究と比較し琵琶湖西岸断層

帯南部での断層の運動像を検討する． 

図－1 琵琶湖西岸断層帯の分布（文献 1 に加筆） 

2. 調査方法 

 本研究の調査区域は高島沖から近江舞子沖にかけて

の琵琶湖湖底断層が分布していると考えられる区間で

ある．（図－1）シングルチャネル音波探査（Ocean Date 

Equipment 社製，Strata Box，周波数 3.5kHz，10kHz）

は湖底下に向けて音波を発し，湖底及び湖底の地層境界

で反射した音波を記録することで，地質構造を把握する．

琵琶湖湖底下において音波の反射面がどのように連続

するか確認する．クロスファンビーム方式のスワス音響

測深機（米国 R2Sonic社製）は調査船から扇状の音響

ビームを発射し，湖底で反射された音波を受信すること

で地形を正確にとらえることができる．断層が湖底に与

える地形変化を立体的に確かめるためにこれを用いた

調査を実施した．  

3. 調査結果および考察 

1) シングル

チャネル音

波探査 

 2013年度

調査で高島

沖から近江

舞子以北ま

でおおよそ

500m間隔で

東西方向に

45測線を記

録した．2014

年度追加調

査では近江

舞子沖以南

も含め，おお

よそ 100m間

隔で東西方

向に 55測線，

南北方向に 6

測線を記録した． 図－2 音波探査調査測線 

       （上：2013 年度，下：2014 年度） 

音響断面には，音響インピーダンスの異なる境界を示す

顕著な反射面が記録された．反射面が下部ほど急傾斜  
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図－3 音響反射（時間断面のため横軸は参考値） 

し，変位が累積する撓曲地形であることが観察された．               

また，断層と推定される反射面のずれも複数観察された．

（図－3）この撓曲は湖岸と並行に北北東－南南西方向

に延び，近江舞子沖ほど顕著で高島沖に向かって北へい

くほど変形が少なかった．  

 撓曲はリッジ状地形を形成し，その内部構造は高島沖

側の北部では軸を中心に比較的東西に連続した反射面

を持つ（Line7）が，近江舞子付近ではリッジ状地形の

東縁の反射面が湖岸側へ向かってオンラップしている

ことが確認できる音響断面（Line33）も観察した． 

2) マルチビーム音響測深 

 マルチビーム音響測深は近江舞子沖から高島沖まで

のシングルチャネル音波探査の調査測線の範囲で実施

した．調査の結果，シングルチャネル音波探査で観察さ

れていたリッジ状の地形が北北東－南南西方向に延び

ていることが湖底面の地形変化にも表れていることが

確認された．（図－4） 

図－4 音響測深結果 

3) 陸域先行研究との比較 

 本調査で観察されたリッジ状の地形は逆断層に伴う

バルジ地形と考えられる．これと類似の地形が断層帯陸

域の堅田断層沿いに存在し，林（1974）によってその露

頭の記載がなされている²⁾．類似する 2つのドーム状地

形の位置は図－1 に示す．それぞれ和邇ドーム状構造， 

図－5 小野ドーム状構造露頭記載²⁾ 

小野ドーム状構造と呼ばれており，非対称な構造である

（図－5）．東縁の地層の傾斜が大きく，湖底バルジと互

いに地形とその内部構造が類似している 

 陸域ドーム状地形は堅田の断層活動によって形成さ

れたバックスラストに伴ってできた隆起構造であると

推定され，変形の前面にアクティブな断層が位置する．

本調査で確認された湖底のバルジ状地形もバックスラ

スト形成による隆起構造であると推測される．また，湖

底断層と並行して延びる比良断層の変形の前面が湖底

断層であり，琵琶湖西岸断層帯南部において湖底断層の

存在する地域が最も琵琶湖断層帯南部の変形が集中す

る地域であることが示唆された． 

4. まとめと今後の課題 

 本調査によって，高島沖から近江舞子沖にかけて湖底

断層の活動に伴うと考えられる連続した撓曲地形を確

認した．北北東－南南西方向に延びる連続したバルジ状

の地形は，陸域の堅田断層に付随するドーム状構造と関

連がある可能性が示唆された． 

 本調査によって得た琵琶湖西岸湖底の密な音響断面

と測深のデータは今後三次元的な拡がりの検討を含め，

より正確な読み取りが必要となる．また，比較対象であ

る陸域のドーム状構造は新たな露頭調査による記載を

行い，琵琶湖西岸断層南部全体の議論につなげたい． 

5. 謝辞 

 本研究の費用の一部は，京都大学防災研究所一般共同

研究「詳細湖底地形調査に基づく琵琶湖湖底断層位置の

特定および湖内急斜斜面の地震時安定性評価（研究代表

者：竹村恵二）平成 25年 4月～平成 27年 3 月」を使用

した．音響測深は渡辺康司氏（アーク・ジオ・サポート）

にご協力いただいた．ここに謝意を表する． 

6. 文献 

1) 地震調査研究推進本部地震調査委員会(2009): 琵

琶湖西岸断層帯の長期評価の一部改訂について． 

2) 林 隆夫(1974): 堅田丘陵の古琵琶湖層群，地質学

雑誌，第 80巻，第 6号，pp.261-276. 

3) 竹村恵二，岩部智紗，林田 明，檀原 徹，北川浩

之，原口強，佐藤智之，石川尚人(2010): 琵琶湖にお

ける過去 5万年間の火山灰と堆積物，第四紀研究，49 

(3)，pp.147-160. 

62

Japan Society of Engineering Geology

NII-Electronic Library Service


